
 
 

 

2008 年Ｇ８サミットＮＧＯフォーラム 第 2期（2007 年 9 月 18 日～2008 年 9 月） 

参 加 団 体 

記入日：2007年 12月 26日 
 

＊団体名：（日本語）  石炭火力発電所問題を考える市民ネットワーク（石炭火電市民ネット）             
     （英語）                                               
   
＊住所：〒650-0023 神戸市中央区栄町通３－６－７ 大栄ビル１０階                                                 
＊Tel：(078)335-3770                Fax：(078)335-3830                          
＊連絡用 E-mail：h-maruyama@shinsai.or.jp    ＊ウェブサイト：http://www003.upp.so-net.ne.jp/kaden/                     
 
参加ユニット：                                          参加の形態： 

  
  
  
  

 
団体の設立年月日 

１９９６年１０月５日 

団体設立の経緯と目的 

阪神・淡路大震災直後に神戸製鋼所が神戸市街地のど真ん中に７０万Ｋｗ２機の石炭火力発電所建設計画を発表、この計

画の周辺地域と住民に与える影響についての調査・研究とその結果を多くの市民に知らせるため結成 

代表者名 

世話人代表：森岡芳雄（兵庫県保険医協会理事・東神戸病院医師） 

世話人：小牧英雄（弁護士）西川榮一(日本科学者会議兵庫支部)小山乃里子（ラジオパーソナリティ） 

    廣岡豊(兵庫県労働組合総連合) 

団体の主な活動内容 

神鋼周辺ウオッチング（二酸化イオウ、二酸化チッソ、風力調査）春、夏、秋、３回のヒートアイランド調査（二酸化イ

オウ・二酸化チッソ、気温調査）、風船を使った風向調査、カプセルによる自主アセスを行い、二酸化チッソの調査を年

４回（１回７日間連続測定）大・中・小規模学習会を開催。ホームページの開設。兵庫県・神戸市と交渉 

 

NGO フォーラムで団体が実現したい活動 

神戸で開催される環境大臣会合にあわせて、日本各地で運動する環境団体の交流集会を開催し、アメリカ・日本・カナダ

政府に対して、ＥＵ諸国や開発途上国とともに温暖化防止に取り組むよう迫るパレードを行う。日本政府には特に石炭火

電からＬＮＧへの燃料転換、将来的には大規模発電をやめ、太陽光発電や風力発電を利用した市民発電所が主流になるよ

う助成措置の拡充を迫る。 

 

 

①貧困・開発ユニット   
②環境ユニット  ○ 
③人権・平和ユニット   

①運営ＮＧＯ   
②サポートＮＧＯ  ○ 


